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再生への取り組み
～現地試験と再生策の検討～

熊本大学熊本大学沿岸域環境科学教育研究センター沿岸域環境科学教育研究センター 教授教授
滝川滝川 清清

第第2323回回 有明海・八代海総合調査評価委員会有明海・八代海総合調査評価委員会 資料資料

耕耘による耕耘による干潟干潟改善改善

干潟干潟なぎさ線の回復なぎさ線の回復

植栽植栽による干潟改善による干潟改善

潟湖干潟の創成潟湖干潟の創成

有明海の干潟海域環境再生へ向けた研究有明海の干潟海域環境再生へ向けた研究

人工巣穴による人工巣穴による底質改善底質改善

押え盛砂工法の開発押え盛砂工法の開発

Ⅰ 現地実証試験
１）なぎさ線の回復（熊本新港）：海岸線の人工化への対策
２）人工巣穴：底質悪化対策（微生物活性）
３）押さえ盛砂工法：環境に配慮した海岸防災堤防
４）潟湖干潟の創成：人工干潟の創成と干潟機能評価（物質と熱収支）
干潟耕耘・海域環境調査

Ⅱ 熊本県における再生方策の検討

Ⅲ 沿岸域の環境と防災の調和

環境基盤

環境基盤
地圏

△地質
○地形

水圏

△海象
○水質

気圏

△気象
○大気質

○：影響，制御がある程度可能
△：影響，制御が困難

生態圏

海の環境悪化の要因
・底質の悪化、底棲生物の減少、
・干潟域の減少、潮流の変化、

・沿岸域の開発、
・海岸線の人工化
・なぎさ線の減少

・流域の都市化や農薬使用に伴う汚水物質の流入、
・河川形態の変化、

・大洪水に伴う土砂・汚濁物質の大量流入、
・台風や海流の変動による高温海水の浸入、

・地球温暖化の影響

など様々な原因が考えられますが、詳細な因果関係は未だ不明のままです。

↓
有明・八代の海が長い年月の間に「掃き溜め」となり「疲弊」してきたこ

とを、我々は認識すべきです。

基本的には

１．「人為的インパクトの低減」

２．「地圏へのアプローチ」、特に「干潟環境の回復と創造」

３．「水圏へのアプローチ」、（河川・海域からの負荷削減、流況改善、水質浄化）

自然的および人為的インパクト：

①自然的インパクト：

地球温暖化、外海水の流入、台風にともなう高潮・高波、 大雨に伴う河川水・土砂の
流入、海底陥没等による干潟の減少、地形（干潟地形）の変化など

②人為的インパクト：

公共施設の建設、漁業・養殖業を含む各種の産業活動、内陸の都市化等にともなう負荷
の量と質の変化など（特に、海岸における「なぎさ線」の喪失、干潟の消失、環境汚染
物質の流入と蓄積、陸域からの栄養物質の負荷、ノリ養殖における酸処理剤の使用や施
肥、砂利採取による海底地形変化など）

改善への処方箋改善への処方箋

●再生策の提案
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有明・八代海の環境特性と再生に向けて有明・八代海の環境特性と再生に向けて

Ⅰ 現地実証試験
１）なぎさ線の回復（熊本新港）：海岸線の人工化への対策
２）人工巣穴：底質悪化対策（微生物活性）
３）押さえ盛砂工法：環境に配慮した海岸防災堤防
４）潟湖干潟の創成：人工干潟の創成と干潟機能評価（物質と熱収支）
干潟耕耘・海域環境調査

海岸道路整備に伴う海岸線の経時変化
（国道266号線：三角町と不知火町鏡）

海岸線の
減少

砂浜の減少 道路護岸

海岸線の変化
「海岸の人工化」

「なぎさ線の消失」と「干潟の減少」：
・土・水・大気の触れ合う場の喪失
・生態系と地形の連続性の喪失
・干潟の平坦化と前浜の消失
・雨水・地下水の浸透阻止
・植生・生態の場の喪失
・土砂供給の減少

L.W.L；朔望平均干潮面高潮帯 中潮帯 低潮帯

潮間帯（干潟）潮上帯 潮下帯
（亜潮間帯）

H.W.L；朔望平均満潮面

M.H.W.L；平均満潮面

M.L.W.L；平均干潮面
潮
汐

塩生植物群落

ハクセンシオマネキ

アサリ

海岸の人工化（道路護岸・高潮堤防・干拓堤防など）

干潟の減少、なぎさ線の喪失、砂浜の減少
生物の生息場所の喪失、

干潟生態系の喪失

研究の背景と目的

堤防の前面に人工的に干潟・なぎさ線を復元し連続した地形と生態系を回
復、保持させる技術を実証する。（自然変動の影響を受けやすいので、長期
にモニタリングして、生態系を回復、保持させる技術の確立を図る。）

＜キーワード1＞
もともと連続した地形・生態系であった場所に連続した地形の干潟・なぎさ線を復元する。
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平成17年
造成場所

平成18年
造成場所

干潮汀線

平成１７年度造成干潟なぎさ線（熊本港東なぎさ線）

平成１8年度造成干潟なぎさ線（熊本港北なぎさ線）

平成17年度 平成18年度
東なぎさ線 北なぎさ線

底質 砂質 砂泥質
形状 汀線方向 岸沖方向
背後地 公園 湿地
標高 DL＋2m DL 0m

など・・・

③

②

①

熊
本
港
親
水
緑
地
公
園

野鳥の池

90ｍ

90ｍ

N

施工前（干潮時）

施工前（満潮時）

施工場所

突
堤
の
設
置

2005年8月～

潜
堤
の
設
置

覆

砂

島
堤
の
設
置

完

成

2005年10月

平成１８年度実証試験干潟（熊本港北干潟なぎさ線）計画図、施工前写真

熊
本
新
港

浚渫土砂＋覆砂

覆砂

浚渫土砂
浚渫土砂+砂（混合50：50）

中仕切堤

北なぎさ線（18年9月完成：台風13号後）

赤：従来の海岸線、緑：なぎさ線が回復された海岸線

熊本港東なぎさ線の調査経過
（平成17年度造成）
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研究経過（底生生物）

造成直後（2005年10月）

造成1ヶ月後（2005年11月）
造成4ヶ月後（2006年2月）

地形調査 底質調査

生物調査

地盤高を計測 柱状採泥

定量調査 1mmフルイ残留分

地盤高、干出時間 ets… 物理性状、有機物量、栄養塩類ets…

出現種類数、出現個体数、植生ets…

生態系回復追跡調査内容
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2005年10月
（造成直後）

2005年11月
（造成1ヵ月後）

2005年12月
（造成2ヵ月後）

2006年01月
（造成3ヵ月後）

2006年02月
（造成4ヵ月後）

2006年03月
（造成5ヵ月後）

（m）

地形変化（18年9月：台風13号後）

巣穴観測経過
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（造成6ヵ月後）

2006年06月
（造成8ヵ月後）
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生態系回復追跡調査
（熊本港東干潟なぎさ線の生物生息状況）

24種2006年8月

20種2006年6月

13種2006年4月

底生生物の総出現種類数

ゴカイの一種 塩生植物

ハクセンシオマネキ コブシガニ

シロチドリ

アサリ

LineA
LineB

LineC
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なぎさ線の生物（18年9月） 研究経過（塩生植物）
植栽直後（2005年10月） 植栽半年後（2006年4月）植栽半年後（2006年7月）

その他（アオサの出現）

2006.06.08撮影
アオサの一種
（ホソアオノリ？）

生活排水

工場排水

農業排水

生活排水

農薬

ゴミ

汚れた水

その他（ごみ収集機能「物質貯留機能」）

のり漁

漁業

私達が捨てたもの全てが海に流れ込みます
砂利採

・酸素の少ない海底に堆積して分解された場合 → 貧酸素・底質悪化・硫化物の発生
・防護目的のみの従来の海岸ではゴミが引っかかってもすぐに流される。

有明・八代海の環境特性と再生に向けて有明・八代海の環境特性と再生に向けて

Ⅰ 現地実証試験
１）なぎさ線の回復（熊本新港）：海岸線の人工化への対策
２）人工巣穴：底質悪化対策（微生物活性）
３）押さえ盛砂工法：環境に配慮した海岸防災堤防
４）潟湖干潟の創成：人工干潟の創成と干潟機能評価（物質と熱収支）
干潟耕耘・海域環境調査

「がらかぶが見た有明海の風景」
有明海域（373地点）および八代海域（２３６地点）の表層水と

海底表層堆積物調査

※：出典「がらかぶが見た
有明海の風景」

（ＮＰＯみらい有明・不知火）

硫化水素臭が確認
された範囲※


